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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

 

回次
第38期
第３四半期
連結累計期間

第39期
第３四半期
連結累計期間

第38期

会計期間
自平成27年４月１日
至平成27年12月31日

自平成28年４月１日
至平成28年12月31日

自平成27年４月１日
至平成28年３月31日

営業収入 （千円） 40,516,849 35,608,008 48,924,282

経常利益 （千円） 6,355,084 3,140,755 5,855,886

親会社株主に帰属する四半期（当期）

純利益
（千円） 4,078,473 1,758,792 3,543,661

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 4,135,463 1,666,014 3,487,323

純資産額 （千円） 24,848,035 25,172,276 24,223,995

総資産額 （千円） 36,272,787 36,932,267 35,848,167

１株当たり四半期（当期）純利益金額 （円） 236.27 101.90 205.29

潜在株式調整後１株当たり四半期　

（当期）純利益金額
（円） － － －

自己資本比率 （％） 63.0 62.8 62.2

 

回次
第38期
第３四半期
連結会計期間

第39期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自平成27年10月１日
至平成27年12月31日

自平成28年10月１日
至平成28年12月31日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 43.61 31.72

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．営業収入には消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。

４．第１四半期連結会計期間において株式分割を行いましたが、前連結会計年度の期首に当該株式分割が行われた

と仮定し、１株当たり四半期（当期）純利益金額を算定しております。

５．当第３四半期連結累計期間及び当第３四半期連結会計期間の１株当たり四半期純利益金額の算定において、

「役員報酬ＢＩＰ信託」及び「株式付与ＥＳＯＰ信託」が保有する当社株式を自己株式として処理しているこ

とから、期中平均株式数から当該株式数を控除しております。
 

２【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重

要な変更はありません。

また、主要な関係会社の異動は以下のとおりであります。
 
（アーティストマネージメント事業）

雅慕斯娯樂股份有限公司（台湾）、Amuse Hong Kong Limited（香港）及び艾米斯传媒（上海）有限公司（中国）

の３社は、重要性が増したため、第１四半期連結会計期間より連結の範囲に含めております。

また、AmuseLantis Europe S.A.S.（フランス）は、新たに設立したため、㈱ＦＲＩＥＮＤＳ、㈱ＣＯＭＩＴＡ

Ｓ、㈱ａｒｏｕｎｄｓ及び㈱ＴＲＡＮＳＰＬＵＳの４社は、当社連結子会社の㈱希船工房が新たに株式取得したた

め、第１四半期連結会計期間より連結範囲に含めております。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、又は、前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が

判断したものであります。

 

（1）業績の状況

（当第３四半期連結累計期間の経営成績）

（単位：百万円）

 

前第３四半期連結累計期間

（自　平成27年４月１日

至　平成27年12月31日）

当第３四半期連結累計期間

（自　平成28年４月１日

至　平成28年12月31日)

増減
増減率
（％）

営 業 収 入 40,516 35,608 △4,908 △12.1

営 業 利 益 6,272 3,126 △3,146 △50.2

経 常 利 益 6,355 3,140 △3,214 △50.6

親 会 社 株 主 に 帰 属 す る

四 半 期 純 利 益
4,078 1,758 △2,319 △56.9

 

〔経済状況〕
当第３四半期連結累計期間のわが国経済は、政府の経済政策を背景に雇用や所得環境の改善傾向が続くなど緩やか

な回復基調が継続しておりますが、アメリカ新政権の経済政策、英国のＥＵ離脱問題、中国をはじめ新興国や資源国

等の景気下振れ懸念など海外経済の不確実性もあり、依然先行き不透明な状況となっております。

 

〔当社グループの事業概況〕
当社グループの経営成績は営業収入356億８百万円（前年同四半期比12.1％減）、営業利益31億２千６百万円（前年

同四半期比50.2％減）、経常利益31億４千万円（前年同四半期比50.6％減）、親会社株主に帰属する四半期純利益17

億５千８百万円（前年同四半期比56.9％減）となり、主要アーティストが積極的に活動した前年同四半期に比べ、大

型コンサートツアーの減少、それに伴うコンサートグッズ販売も減少し減収減益となりました。

 

＜営業収入＞

・ イベント収入（大型コンサートツアー）が減少

・ 商品売上収入（コンサートグッズ）が減少

上記要因などにより減収となりました。

 

＜営業利益、経常利益、親会社株主に帰属する四半期純利益＞

減収要因により減益となりました。

 

セグメントの業績は、次のとおりであります。

 

（営業収入）

（単位：百万円）

 

前第３四半期連結累計期間

（自　平成27年４月１日

至　平成27年12月31日）

当第３四半期連結累計期間

（自　平成28年４月１日

至　平成28年12月31日）

増減
増減率
（％）

アーティストマネージメント事業 34,631 30,284 △4,347 △12.6

メ デ ィ ア ビ ジ ュ ア ル 事 業 1,913 1,240 △672 △35.2

コ ン テ ン ツ 事 業 1,813 2,378 564 31.1

プレイスマネージメント事業 2,157 1,704 △453 △21.0

合 計 40,516 35,608 △4,908 △12.1
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（セグメント利益又は損失（△））

（単位：百万円）

 

前第３四半期連結累計期間

（自　平成27年４月１日

至　平成27年12月31日）

当第３四半期連結累計期間

（自　平成28年４月１日

至　平成28年12月31日）

増減
増減率
（％）

アーティストマネージメント事業 6,338 3,699 △2,638 △41.6

メ デ ィ ア ビ ジ ュ ア ル 事 業 140 △12 △153 －

コ ン テ ン ツ 事 業 705 999 294 41.8

プレイスマネージメント事業 △244 △841 △596 －

調 整 額 △666 △719 △52 －

合 計 6,272 3,126 △3,146 △50.2

 

〔アーティストマネージメント事業〕
営業収入302億８千４百万円（前年同四半期比12.6％減）、セグメント利益36億９千９百万円（前年同四半期比

41.6％減）となり、減収減益となりました。
 
[主な事業]

・ イベント収入：＜コンサート＞

Ｐｅｒｆｕｍｅ（５－１１月）、ＳＥＫＡＩ ＮＯ ＯＷＡＲＩ（４－６月）

ＢＡＢＹＭＥＴＡＬのウエンブリー公演（４月）・東京ドーム公演（９月）

ポルノグラフィティの横浜スタジアムライブ（９月）

ＯＮＥ ＯＫ ＲＯＣＫの渚園野外ライブ（９月）

福山雅治のファンクラブイベント東京ドーム公演（９月）・年末ライブ（１２月）

桑田佳祐の年末ライブ（１２月）

＜舞台・公演＞

熱海五郎一座「ヒミツの仲居と曲者たち」（６月）

ブロードウェイミュージカル「キンキーブーツ」日本版・来日版（７－１１月）

・ 商品売上収入：コンサートグッズ、ＢＡＢＹＭＥＴＡＬ（アルバムＣＤ、ライブＤＶＤ）、

ＯＮＥ ＯＫ ＲＯＣＫ（ライブＤＶＤ）

・ 印税収入（新譜）：サザンオールスターズ（ライブＤＶＤ）、Ｐｅｒｆｕｍｅ（アルバムＣＤ）

ＢＡＢＹＭＥＴＡＬ（アルバムＣＤ）

・ 出演収入・ＣＭ収入：桑田佳祐、福山雅治、大泉洋、佐藤健、吉高由里子、ＤＥＡＮ ＦＵＪＩＯＫＡなど
 
＜営業収入＞

・ イベント収入（大型コンサートツアー）が減少

（前年同四半期はサザンオールスターズ（４－８月）、ＯＮＥ ＯＫ ＲＯＣＫ（５－９月）、ポルノグラフィティ

（９－１２月）のコンサートツアー、ＳＥＫＡＩ ＮＯ ＯＷＡＲＩスタジアムライブ（７月）、福山雅治のスタジ

アムライブ（８月）・年末ライブ（１２月）、熱海五郎一座（６月）、ＴＥＡＭ ＮＡＣＳ（７－９月）などの舞

台を実施）

・ 商品売上収入（コンサートグッズ）が減少

（前年同四半期は大型コンサートグッズなど）

上記要因などにより減収となりました。
 
＜セグメント利益＞

減収要因により減益となりました。
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〔メディアビジュアル事業〕
営業収入12億４千万円（前年同四半期比35.2％減）、セグメント損失１千２百万円（前年同四半期は１億４千万円

のセグメント利益）となり、減収減益となりました。
 

[主な事業]

・ 映像作品販売収入：ＴＥＡＭ ＮＡＣＳ舞台「悪童」などのＤＶＤ販売収入

・ 映像製作収入：神木隆之介が主演声優を務めたアニメ映画「君の名は。」劇場配給分配収入、

佐藤健・神木隆之介主演映画「バクマン。」劇場配給分配収入、ＤＶＤ販売分配収入、

深津絵里主演映画「岸辺の旅」劇場配給分配収入、

安田顕主演映画「俳優 亀岡拓次」劇場配給分配収入、

佐藤健主演映画「世界から猫が消えたなら」劇場配給分配収入

 

＜営業収入＞

・ 新規大型作品の減少

（前年同四半期は「美女と野獣」の劇場配給分配収入、ＤＶＤ販売収入、「るろうに剣心　京都大火編／伝説の最

期編」の劇場配給分配収入、ＤＶＤ販売分配収入、「バクマン。」、「進撃の巨人　前編／後編」劇場配給分配

収入など）

上記要因などにより減収となりました。
 

＜セグメント利益＞

減収要因により減益となりました。

 

〔コンテンツ事業〕
営業収入23億７千８百万円（前年同四半期比31.1％増）、セグメント利益９億９千９百万円（前年同四半期比

41.8％増）となり、増収増益となりました。
 

[主な事業]

・ サザンオールスターズ、福山雅治、ＢＥＧＩＮ、ポルノグラフィティ、Ｐｅｒｆｕｍｅ、ＯＮＥ ＯＫ ＲＯＣＫな

どによる旧譜楽曲の販売及び旧譜楽曲の二次使用
 

＜営業収入＞

著作権印税、原盤印税の増加などにより増収となりました。
 

＜セグメント利益＞

増収要因により増益となりました。

 

〔プレイスマネージメント事業〕
営業収入17億４百万円（前年同四半期比21.0％減）、セグメント損失８億４千１百万円（前年同四半期は２億４千

４百万円のセグメント損失）となり、減収減益となりました。
 

[主な事業]

・ 東京ワンピースタワー、アミューズミュージアムの入場料収入、グッズ販売収入

・ ＭＩＬＬＩＡＮの入場料収入、会場使用料収入

・ ベルギービール等の飲食店収入
 

＜営業収入＞

東京ワンピースタワーの入場料収入が低調であったため減収となりました。
 

＜セグメント利益＞

減収要因により減益となりました。

 

（2）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

（3）研究開発活動

該当事項はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 74,494,080

計 74,494,080

 

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成28年12月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成29年２月14日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 18,623,520 18,623,520
東京証券取引所

市場第一部

単元株式数

100株

計 18,623,520 18,623,520 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成28年10月１日～

平成28年12月31日
－ 18,623,520 － 1,587,825 － 1,694,890

 

（６）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

記載することができないことから、直前の基準日（平成28年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしてお

ります。

 

①【発行済株式】

平成28年12月31日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

普通株式
1,063,000 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 17,308,900 173,089 －

単元未満株式 普通株式 251,620 － －

発行済株式総数  18,623,520 － －

総株主の議決権  － 173,089 －

（注）１．「完全議決権株式（その他）」の「株式数」欄には、証券保管振替機構名義の株式が400株含まれておりま

す。また、「議決権の数」欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数４個が含まれておりま

す。

２．「完全議決権株式（その他）」の欄の普通株式には、「役員報酬ＢＩＰ信託」が保有する当社株式150,000

株（議決権数1,500個）及び「株式付与ＥＳＯＰ信託」が保有する当社株式150,000株（議決権数1,500個）

が含まれております。

 

②【自己株式等】

平成28年12月31日現在
 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合

（％）

株式会社アミューズ

（自己保有株式）

東京都渋谷区桜丘町

20番1号
1,063,000 － 1,063,000 5.71

計 － 1,063,000 － 1,063,000 5.71

（注）「役員報酬ＢＩＰ信託」が保有する当社株式150,000株及び「株式付与ＥＳＯＰ信託」が保有する当社株式

150,000株は、上記自己株式に含めておりません。

 

 

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成28年10月１日から平

成28年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成28年４月１日から平成28年12月31日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成28年12月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 17,718,958 17,032,190

受取手形及び営業未収入金 4,255,930 7,049,445

商品及び製品 1,523,027 1,788,388

仕掛品 1,526,080 1,376,542

貯蔵品 70,085 81,611

その他 1,453,560 1,965,868

貸倒引当金 △211,203 △249,258

流動資産合計 26,336,438 29,044,787

固定資産   

有形固定資産   

建物（純額） 2,036,707 1,815,722

土地 1,486,752 1,449,019

その他（純額） 940,485 874,882

有形固定資産合計 4,463,945 4,139,623

無形固定資産   

のれん 278,901 578,470

その他 216,165 252,928

無形固定資産合計 495,066 831,399

投資その他の資産   

投資有価証券 1,332,625 931,972

その他 3,187,947 1,978,534

貸倒引当金 △104,900 △104,851

投資その他の資産合計 4,415,672 2,805,655

固定資産合計 9,374,684 7,776,678

繰延資産   

開業費 137,044 110,801

繰延資産合計 137,044 110,801

資産合計 35,848,167 36,932,267
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成28年12月31日)

負債の部   

流動負債   

営業未払金 6,256,956 8,244,083

未払法人税等 2,299,368 628,242

役員賞与引当金 46,500 －

返品調整引当金 8,000 4,200

ポイント引当金 23,752 12,655

その他 1,957,840 1,807,559

流動負債合計 10,592,418 10,696,741

固定負債   

役員退職慰労引当金 16,308 16,308

退職給付に係る負債 970,581 977,938

その他 44,863 69,003

固定負債合計 1,031,753 1,063,250

負債合計 11,624,171 11,759,991

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,587,825 1,587,825

資本剰余金 1,694,950 2,109,793

利益剰余金 19,932,496 20,914,877

自己株式 △934,917 △1,320,575

株主資本合計 22,280,353 23,291,921

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 26,664 40,179

為替換算調整勘定 △7,446 △125,863

その他の包括利益累計額合計 19,217 △85,683

非支配株主持分 1,924,424 1,966,038

純資産合計 24,223,995 25,172,276

負債純資産合計 35,848,167 36,932,267
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第３四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成28年４月１日
　至　平成28年12月31日)

営業収入 40,516,849 35,608,008

営業原価 31,088,060 28,287,455

営業総利益 9,428,788 7,320,553

返品調整引当金戻入額 9,700 3,800

差引営業総利益 9,438,488 7,324,353

販売費及び一般管理費 3,166,039 4,198,300

営業利益 6,272,449 3,126,052

営業外収益   

受取利息 4,715 1,933

受取配当金 6,354 5,560

受取手数料 11,937 9,654

持分法による投資利益 104,445 21,537

その他 17,160 42,246

営業外収益合計 144,612 80,931

営業外費用   

為替差損 56,652 13,516

事業組合投資損失 4,684 37,495

その他 640 15,216

営業外費用合計 61,977 66,228

経常利益 6,355,084 3,140,755

特別利益   

固定資産売却益 1,149 －

持分変動利益 5,123 －

特別利益合計 6,273 －

税金等調整前四半期純利益 6,361,357 3,140,755

法人税、住民税及び事業税 2,282,230 1,264,136

法人税等調整額 △45,862 146,564

法人税等合計 2,236,368 1,410,700

四半期純利益 4,124,989 1,730,054

非支配株主に帰属する四半期純利益又は非支配株主

に帰属する四半期純損失（△）
46,516 △28,737

親会社株主に帰属する四半期純利益 4,078,473 1,758,792
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第３四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成28年４月１日
　至　平成28年12月31日)

四半期純利益 4,124,989 1,730,054

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △8,338 13,514

為替換算調整勘定 18,811 △77,555

その他の包括利益合計 10,473 △64,040

四半期包括利益 4,135,463 1,666,014

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 4,088,946 1,702,298

非支配株主に係る四半期包括利益 46,516 △36,284
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【注記事項】

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

連結の範囲の重要な変更

第１四半期連結会計期間より、雅慕斯娯樂股份有限公司（台湾）、Amuse Hong Kong Limited（香港）及び艾

米斯传媒（上海）有限公司（中国）の３社は重要性が増したため、AmuseLantis Europe S.A.S.（フランス）は

新規設立したため、㈱ＦＲＩＥＮＤＳ、㈱ＣＯＭＩＴＡＳ、㈱ａｒｏｕｎｄｓ及び㈱ＴＲＡＮＳＰＬＵＳの４社

は新たに株式取得したため連結の範囲に含めております。

 

 

（追加情報）

（繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用）

「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号　平成28年３月28日）を第

１四半期連結会計期間から適用しております。

 

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四

半期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額

は、次のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　平成27年４月１日
至　平成27年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成28年４月１日
至　平成28年12月31日）

減価償却費 493,123千円 580,795千円

のれんの償却額 28,121 122,657

 

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　平成27年４月１日　至　平成27年12月31日）

配当金支払額

 
（決議）

 
株式の種類

配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年６月28日

定時株主総会
普通株式 215,787 25.0 平成27年３月31日 平成27年６月29日 利益剰余金

平成27年11月13日

取締役会
普通株式 172,614 20.0 平成27年９月30日 平成27年12月４日 利益剰余金

 

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　平成28年４月１日　至　平成28年12月31日）

配当金支払額

 
（決議）

 
株式の種類

配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年６月26日

定時株主総会

（注）１

普通株式 345,212 40.0 平成28年３月31日 平成28年６月27日 利益剰余金

平成28年11月14日

取締役会

（注）２

普通株式 219,506 12.5 平成28年９月30日 平成28年12月２日 利益剰余金

（注）１．１株当たり配当額の内訳　普通配当　20.0円　特別配当　20.0円

２．配当金の総額には、「役員報酬ＢＩＰ信託」が保有する当社株式150,000株及び「株式付与ＥＳＯＰ信託」

が保有する当社株式150,000株に対する配当金3,750千円が含まれております。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　平成27年４月１日　至　平成27年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

      （単位：千円）

 報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２

 
アーティスト

マネージメント

事業

メディア

ビジュアル

事業

コンテンツ

事業

プレイス

マネージメント

事業

計

営業収入        

外部顧客への

営業収入
34,631,494 1,913,512 1,813,974 2,157,866 40,516,849 － 40,516,849

セグメント間
の内部営業収
入又は振替高

57,728 138,695 135,418 44,504 376,346 △376,346 －

計 34,689,223 2,052,208 1,949,393 2,202,370 40,893,195 △376,346 40,516,849

セグメント利益

又は損失（△）
6,338,185 140,600 705,225 △244,664 6,939,347 △666,897 6,272,449

（注）１．セグメント利益又は損失の調整額△666,897千円には、セグメント間取引消去13,464千円及び各報

告セグメントに配分していない全社費用△680,362千円が含まれております。全社費用は、主に報

告セグメントに帰属しない総務・経理部門等の管理部門に係る一般管理費であります。

２．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

 

 

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　平成28年４月１日　至　平成28年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

      （単位：千円）

 報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２

 
アーティスト

マネージメント

事業

メディア

ビジュアル

事業

コンテンツ

事業

プレイス

マネージメント

事業

計

営業収入        

外部顧客への

営業収入
30,284,237 1,240,680 2,378,652 1,704,438 35,608,008 － 35,608,008

セグメント間
の内部営業収
入又は振替高

76,523 194,663 271,146 45,370 587,703 △587,703 －

計 30,360,760 1,435,344 2,649,798 1,749,809 36,195,712 △587,703 35,608,008

セグメント利益

又は損失（△）
3,699,795 △12,550 999,996 △841,596 3,845,644 △719,592 3,126,052

（注）１．セグメント利益又は損失の調整額△719,592千円には、セグメント間取引消去16,402千円及び各報

告セグメントに配分していない全社費用△735,994千円が含まれております。全社費用は、主に報

告セグメントに帰属しない総務・経理部門等の管理部門に係る一般管理費であります。

２．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　平成27年４月１日
至　平成27年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成28年４月１日
至　平成28年12月31日）

１株当たり四半期純利益金額 236円27銭 101円90銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額（千円） 4,078,473 1,758,792

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する

四半期純利益金額（千円）
4,078,473 1,758,792

普通株式の期中平均株式数（株） 17,261,690 17,260,454

（注）１．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２．当社は、平成28年４月１日付で株式１株につき２株の株式分割を行っております。前連結会計年度の期首に

当該株式分割が行われたと仮定して、１株当たり四半期純利益金額を算定しております。

３．株主資本において自己株式として計上されている「役員報酬ＢＩＰ信託」及び「株式付与ＥＳＯＰ信託」が

保有する当社株式は、「１株当たり四半期純利益金額」の算定上、期中平均株式数の計算において控除する

自己株式に含めております。

 

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

 

 

２【その他】

平成28年11月14日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

（イ）配当金の総額…………………………………………………219,506千円

（ロ）１株当たりの金額……………………………………………12円50銭

（ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日……………………平成28年12月２日

（注）１．平成28年９月30日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払を行っております。

２．配当金の総額には、「役員報酬ＢＩＰ信託」が保有する当社株式150,000株及び「株式付与ＥＳＯ

Ｐ信託」が保有する当社株式150,000株に対する配当金3,750千円が含まれております。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成２９年２月１４日

株式会社アミューズ

取締役会　御中

 

新日本有限責任監査法人

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 久保　英治　　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 石田　大輔　　印

 

 
当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ア
ミューズの平成２８年４月１日から平成２９年３月３１日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成２８年１
０月１日から平成２８年１２月３１日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成２８年４月１日から平成２８年１２月３
１日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益
計算書及び注記について四半期レビューを行った。
 
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財
務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を
作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。
 
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する
結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し
て四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質
問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認
められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
 
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め
られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社アミューズ及び連結子会社の平成２８年１２月３１日現在の
財政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべ
ての重要な点において認められなかった。
 
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。
 

以　上

 

(注)１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告書提出会社）が別途保管

しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。

 

EDINET提出書類

株式会社アミューズ(E05219)

四半期報告書

17/17


	表紙
	本文
	第一部企業情報
	第１企業の概況
	１主要な経営指標等の推移
	２事業の内容

	第２事業の状況
	１事業等のリスク
	２経営上の重要な契約等
	３財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析

	第３提出会社の状況
	１株式等の状況
	（１）株式の総数等
	①株式の総数
	②発行済株式

	（２）新株予約権等の状況
	（３）行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等
	（４）ライツプランの内容
	（５）発行済株式総数、資本金等の推移
	（６）大株主の状況
	（７）議決権の状況
	①発行済株式
	②自己株式等


	２役員の状況

	第４経理の状況
	１四半期連結財務諸表
	（１）四半期連結貸借対照表
	（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書
	四半期連結損益計算書
	第３四半期連結累計期間
	四半期連結包括利益計算書
	第３四半期連結累計期間
	注記事項
	セグメント情報


	２その他


	第二部提出会社の保証会社等の情報
	監査報告書

